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学術大会の年1回開催化」へ

会員各位

日本補綴歯科学会

会長 大山喬史

前略

会員の皆様には，日頃，本学会の運営にご協力

を賜り，感謝申し上げます．

平成15年4月の会長就任から，早くも1年が

経過しましたが，任期2年目の今年も，就任時に

掲げた6項目の「重点課題 ，⑴ 咀嚼機能と発語

機能の検査・評価法の保健導入に向けた提言，⑵

補綴診療におけるEvidenceBasedDentistryの

明示，⑶ 本学会の法人格取得・実現へ向けての

準備，⑷ グローバル化を踏まえた表彰制度の検

討，⑸ 東南アジア諸国との学会間交流の活性化，

⑹ 学会の年1回化に向けての準備の実現に努力

していく所存です．

さて，ご承知のごとく，本学会では，平成15

年秋の第110回大会時の総会におきまして， 社

団法人の取得」を議決し，その実現に向けて準備

を行っているところです．なお，この4月から

は，平成16年2月20日に開催されました理事会

決定に基づき，本学会事務局長として，前鳥取大

学事務局長 鈴木保典氏を迎え，(財)口腔保健協

会内に事務所を設置し，定款の策定をはじめ，法

人設立にかかわる諸々の作業を開始しております．

法人化に際しましては，まず「趣意書」と「定

款」の策定が必要になります．この作業を行うに

際し， 重点課題」の1つとして挙げました「学

術大会の年1回化」の議論を進める必要がありま

す．これに関しまして，前執行部からの方針を受

け， 学術大会年1回化ワーキンググループ（座

長：赤川安正 副会長)」を立ち上げ，平成15年

8月30日と12月22日に会議を開催し，基本原

則として，① 学会のアクティビティーを下げな

いこと，② 支部の独自性を確保すること，③ 生

涯学習公開セミナーの一層の充実を図ること，を

確認しております．また， 学術大会の年1回実

施」のためには，各支部の活動が重要となるた

め，平成15年8月30日と平成16年1月31日に

「支部長会（座長：野首孝祠 副会長)」を開催し，

① 総会時学術大会と支部学術大会の役割分担な

どを含む支部会のあり方について，② 支部学会

の開催時について，③ 支部学会開催にかかわる
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経費などを含む会計について，④ 支部学会の発

表内容と形式について，⑤ 認定医関連について，

議論が進められました．なお，支部学会での運

営，発表形式，当日会費などについては，今後，

さらに検討していく必要がありますが，皆様方の

お えを反映できる支部学会の開催が可能である

と確信しております．

そこで，来る5月に東京で開催されます「第

111回日本補綴歯科学会総会」におきまして，

学術大会の年1回開催化」を議決していただき，

あわせて法人化準備にかかわる諸事項の1つであ

る「本学会の解散および清算」に関する会則改正

をご承認いただきたいと思います．そして，この

議決を受けて，本年10月に横浜で開催されます

「第112回日本補綴歯科学会臨時総会」において，

「法人定款を議決」していただき，平成18年度か

ら年1回の学術大会を実施したいと思います．

前述の通り， 学術大会の年1回開催化」には，

議論すべき多くの問題がありますが，各関連委員

会が一致・協力して，検討し，対処していく所存

です．どうぞ皆様におかれましてはご理解くださ

いますようお願い申し上げます．

末筆になりましたが，会員各位のますますのご

健康とご活躍をお祈り申し上げます．

敬具

川 貴生理事の夭折を悼む

平成16年2月11日，川 貴生理事（北海道大

学大学院歯学研究科教授）がご逝去されました．

謹んでご冥福をお祈りいたします．

川 貴生 理事

〔略 歴〕

昭和23年3月5日 兵庫県豊岡市にて出生

昭和38年4月 兵庫県立豊岡高等学校入学

昭和42年6月 北海道大学歯学部歯学科入

学

昭和48年 3月 北海道大学歯学部歯学科

卒業

昭和48年 5月 北海道大学歯学部助手

昭和52年 4月 北海道大学歯学部附属病院

講師

昭和54年 4月 北海道大学歯学部講師

昭和56年 3月 歯学博士（北海道大学）

昭和56年12月 北海道大学歯学部助教授

平成元 年 9月

～11月

北海道大学歯学部教授（歯

科補綴学第一講座)

オレゴンヘルスサイエンス

大学，コロンビア大学，

UCLA（アメリカ合衆国)，

コペンハーゲン大学（デン

マーク)，イエテボリ大学

（スウェーデン)，ヴェルツ

ブルグ大学（ドイツ）に留

学

平成 7年 4月 北海道大学歯学部附属病院

長および北海道大学評議員

（平成11年3月まで）

平成12年 4月 北海道大学大学院歯学研究

科教授（口腔機能学講座有

床義歯補綴学分野）

平成13年 4月 北海道大学歯学部附属病院

長および北海道大学評議員

（平成15年9月まで）

平成15年10月 北海道大学病院副病院長

（平成16年1月まで）

〔学会関係〕

平成 3年 4月 日本補綴歯科学会評議員

平成 6年 4月 日本顎口腔機能学会評議員

平成 7年 8月 日本補綴歯科学会東北・北

海道支部学術大会大会長

平成10年 7月 歯科医師試験委員（平成14

年6月まで）

平成13年 4月 日本補綴歯科学会東北・北

海道支部長（平成15年3月

まで）

日本補綴歯科学会理事・教

育問題検討委員長（平成15

年3月まで）
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平成15年 4月 日本補綴歯科学会理事・研

修教育検討委員長

平成16年2月11日没 享年55歳

〔所属学会〕

日本補綴歯科学会：認定医，指導医

日本顎関節学会：認定医，指導医

日本歯科理工学会：DentalMaterials Senior

Adviser

日本口腔インプラント学会：会員

歯科基礎医学会：会員

InternationalCollegeofProsthodontists：会員

InternationalAssociationforDentalResearch：

会員

日本補綴歯科学会

会長 大山喬史

川 貴生先生ご苦労様でした．それにしても，

先生ご自身，思い残すことも多く，無念なお気持

ち察するに余りあるものがあります．私ども日本

補綴歯科学会の川 先生に寄せる期待も大きかっ

ただけに，先生の夭折に接し，痛惜の念に耐えな

いものがあります．

先生方とご一緒に仕事をするようになりました

のは先生が病院長になられたときからでしたね．

先生にとって，はじめての国立大学歯学部附属病

院長会議のとき，その熱弁に強烈な印象を受けま

した．先生は病院長になられ，わずか2カ月だっ

たのに，あまりによく勉強されていたことです．

当時の国立大学歯学部附属病院の抱えている問題

点をいきなり取り上げ，なかでも臨床教育にかか

わる先生の熱い信念をうかがい，感心させられま

した．川 先生が北海道大学歯学部の1回生とい

う自負心，責任感からでしょうか，教育にかける

情熱は並大抵のものではありませんでした．その

とき以来，先生は頼りになる男として私の脳裏に

印記されました．

私が日本補綴歯科学会長を仰せつかって，かね

てより臨床実習，研修問題の標準化を図らなけれ

ばと思っておりましたので，先生をおいてはいな

いということで，即座に研修教育検討委員会の委

員長をお願いしたところです．過日の委員長会に

おきまして緻密なカリキュラムを拝見いたしまし

た．体調が思わしくないにもかかわらず，先生の

きめの細かいご指導の下，立派なカリキュラムが

できあがりました．先生の教育に対する熱意，情

熱に対して心より敬意を表します．ありがとうご

ざいました．これは是非，今後の研修医教育，臨

床実習教育のマニュアルとして全国29大学で利

用させていただきたいと思っております．医療人

養成機関として，各大学も立派に社会に貢献でき

るものと信じております．

先生とは北海道，九州でゴルフご一緒させてい

ただきましたね．北海道ではティーグランドに北

きつねがちょこんと座って，われわれのティー

ショットを眺めていましたね．少しも怖がらず

に，むしろ笑っていたのかもしれませんね．先生

には珍しくもないことでしょうが，わたくしには

とても印象深く鮮明に残っております．側には近

寄ってはいけない，感染が怖いと話されておりま

したね．九州では，凄い嵐のなかでやりました

ね．みんなさんざんでしたが，今ではとてもよい

思い出になりました．

先生の教育，研究面での業績は衆目の認めると

ころでありますが，組織の管理能力は一際ずば抜

けた資質をおもちでしたね．北海道大学はもちろ

ん，日本補綴歯科学会を近い将来背負っていかれ

る先生でしたのに，なにをそんなに急がれたのか

と残念で仕方ありません．これは私だけではあり

ません．先生の先見の明，判断の早さ，誰もが認

めるところであり，先生への期待も大きかったと

思います．しかし，先生の学問に対する真 なお

姿，教育に対する熱いほどの情熱は，これからの

日本補綴歯科学会の先生方に確実に引継がれて行

くものと思います．

先生におかれましては，あまりにも短い人生で

ありましたが，先生のご遺志，限りなく温かい友

情は日本補綴歯科学会，友人の心のうちに生き続

けることでしょう．どうぞやすらかにお眠りくだ

さい．心より先生のご冥福をお祈りいたします．

合掌
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日本補綴歯科学会

副会長 赤川安正

北海道大学教授・川 貴生先生が年末から体調

を崩して入院していることを知ったのは，新年

早々の「近況」というメールでした．昨年の12

月の岡山での窪木教授の祝賀会ではあんなに元気

になっていたのに，まさか，と思いながら，1月

初旬病室のドアを叩きました．

よく来てくれたね」といつもの笑顔で迎えて

いただきましたが， 月単位での命の保証はない

んだ」とのこと，目の前の壁にはカレンダーしか

なく，どんなに辛い思いで毎日を過ごされている

のか，よくわかりました．法人化後の大学のこ

と，学会のこと，研究のこと，医局のことなど，

沢山のことを話しましたが，思い出話はひとつと

して出てきませんでした．そこに川 先生の生き

る強い意志をみました．帰り際に「十分に歩けな

いんだ」という先生の車椅子を押しながら，次は

2月13日に会おう，と約束した北海道大学での特

別講義の日が，お通夜の日となってしまいました．

15年前，すでに新進気鋭の歯科補綴学の教授

であった川 先生は，当時講師の私をいつも日本

補綴歯科学会の若手の教授の集まりに誘ってく

れ，私に「教授たるものこうなのだよ」と身を

もって教えてくれました．

私が教授になった最初のスイスのICP学会で

は，文部省在外研究員として滞在中のオレゴンか

らわざわざジョニー・ウォーカー・ブルーを手に

もって祝いに駆けつけてくれ， よかった」 よ

かった」と自分のことのように喜んでくれまし

た．あのBurgenstockの夜は生涯忘れることは

ありません．また，昨年の夏，体調は決してよく

なかったにもかかわらず，カナダ・ハリファック

スで私が会長をつとめたICP学会で招待演者と

して講演され，日本の歯科補綴学教育についての

見事なシンポジウムを展開していただきました．

川 先生は若くから工学的造詣が深く，それを

もとにした視点の多彩さで，他分野，他学部との

共同研究も積極的に進められ，最近では先端のバ

イオやジェネティックスをも加えられました．こ

れらの研究の成果と方向性は，まぎれもなく将来

の歯科補綴学を見据えたものであり，川 先生の

背中を追っている私にとって，それらは刺激的で

まばゆいものばかりでした．

一方で川 先生は，教育に対しても卓越したビ

ジョンをおもちでした．日本補綴歯科学会では要

職の理事として教育問題検討委員長や研修教育検

討委員長をつとめられ，議論の方向をリードし，

近い将来必ず大きな論点となる「歯科補綴の専門

性」について，医療問題検討委員長の市川哲雄教

授とともに，学会のビジョンをまとめようとされ

ているところでした．

日本補綴歯科学会の変革を絶えず提唱されてい

た川 先生から， 応援するから学会長をやって

みたら」と強く勧められたのは，2年前のちょう

どこの頃でした．躊躇する私の背中を押し，献身

的なバックアップをいただきました．そのおかげ

で，私は次期会長に選ばれました．いよいよ来年

4月から，一緒に改革を継続しようと誓いあって

いたときに，私は先生を失うこととなりました．

札幌には幾度となくお招きいただきました．訪

れる川 先生の教室は私をいつも温かく迎えてく

れました．そのときの教室の人たちとの何気ない

立ち居振舞いから，川 先生の豪快にして繊細

な，バランスのよい教室運営を学びとることがで

きました．

忙しいなかを広島にもよく来ていただきまし

た．講義やセミナーの熱い議論のあとは，よくお

酒も飲みました．カラオケの得意は演歌の「浪花

節だよ人生は」でした．私にはできないとわかっ

ていて「襟裳岬」をリクエストし， 下手だね」

少しはうまくなったね」と少しずつほめてくれ

ました．
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川 先生がおもちであった，豪放でいて繊細，

確固たる信念と柔軟な対応，抜群のバランスを

ベースとされるあふれる才能は，大学が法人化さ

れ，歯学が混迷をきわめる今日こそ，最も必要な

ものでした．今まで以上に北海道大学大学院歯学

研究科や歯学部，大学病院はもちろんのこと，北

海道大学全学からも，また，われわれの日本補綴

歯科学会からも必要とされる時代がまさに来てい

ました．

だから，こんなに早く旅立って，どんなに無念

だろう，どんなにくやしいだろうと思うと胸がつ

まります．しかし，先生が愛したご家族も大学も

教室員も，そして私を含めた日本補綴歯科学会の

仲間たちも，みんな先生の意を汲んで生きていく

に違いありません．

川 貴生先生，本当にありがとうございまし

た．いくら感謝しても尽くせません．どうか安ら

かにお眠りください．いまは，このことだけを心

から祈っています．

合掌

北海道大学大学院歯学研究科口腔機能学講座

口腔機能補綴学教室

齋藤正恭

2月11日， 川 先生が亡くなりました．至急

医局に来てください．」という突然の電話．医局

に駆けつけると数人が電話でほかの医局員に連絡

を取っていました．次々と現れた医局員の顔は皆

蒼白で目もうつろ，言葉を発することもできない

状態でした．そして霊安室で先生のご遺体との対

面．そこにはいつもの川 先生がいました．ただ

眠っているような……．

3年前の夏， 首が痛い．肩が凝る．」との訴え

から始まりました．歯学部附属病院長として激務

をこなしているための疲労と思われましたが，精

査の結果，前立腺癌の転移と判明しました．入院

は2カ月に及びましたが退院後は何事もなかった

ように仕事をこなされ，周りからみている者とし

てはもっとゆっくりしていればよいのにと何度も

思いました．ただ，回復は順調で翌年には大好き

なゴルフをするまでになり，われわれも安心して

いたところでした．ところが，昨年夏頃から体調

を崩し，部屋で休んでいるときもあったようです

が，われわれの前ではそんな素振りは微塵もみせ

ませんでした．そのように体調が万全とはいえな

いなか，9月の医局旅行に参加してくれました．

宴席では酔って上機嫌な医局員をみて川 先生は

とても楽しそうにしていました．仕事に関しては

妥協を許さない厳しさをもっていましたが，この

ような席ではわれわれと一緒に楽しんでくれる一

面ももっておられる先生でした．そして先生の再

入院の話を聞いたのは仕事始めの日でした．病室

を訪れると現在の病状について淡々と語ってくれ

ましたが，その胸中は悔しさで一杯だったことで

しょう．

先生の思い出は尽きることがありませんが，わ

れわれは先生のご恩に報いるべく精進していこう

と思っていますので，川 先生，どうぞ安らかに

お休みください．

また最後になりましたが葬儀の際に，数々のご

厚誼を賜りました皆様にこの場をお借りしまして

厚くお礼申し上げます．

生涯学習公開セミナーアンケート結果

平成15年に開始した生涯学習公開セミナーは

中国・四国支部，九州支部，東海支部，西関東支

部，東京支部の5カ所で実施されたが，そのセミ

ナーで行われたアンケート結果を報告する（未記

入の箇所は数に含めていない)．

生涯学習公開セミナーアンケート⑴

参加者数・構成について

支 部 九州
中国・
四国

東海 西関東 東京

参加者数 140 160 80 88 176

アンケート回答数 56 126 62 39 108

日本補綴
歯科学会

会員 35 49 58 30 94

非会員 21 77 4 9 14

職 業 歯科医師 44 62 61 33 108

技工士 3 5 0 5 0

衛生士 4 4 1 0 0

その他 3 55 0 1 0
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セミナー
の開催を
どのよう
に し て
知ったか
（複数回
答）

学会誌 12 19 30 17 59

学会のポス
ター

9 8 4 3 18

学会のホー
ムページ

3 2 0 3 6

歯科医師会
の案内

15 26 2 6 2

支部学術大
会の抄録集

16 16 34 15 19

雑誌の案内 0 1 0 2 3

知人から 11 10 6 4 18

その他 4 0 1 1 4

セミナー
の時間

長い 0 10 2 0 1

やや長い 5 26 5 2 13

適当 42 76 49 34 84

やや短い 0 3 4 1 3

短い 2 1 0 0 0

わからない 3 9 0 1 1

講演内容 満足 34 45 34 24 61

やや満足 12 43 19 10 33

やや不満 2 3 5 2 3

不満 0 3 1 0 0

どちらとも
言えない

5 31 2 3 2

生涯学習公開セミナーアンケート⑵

参加者の感想，意見，要望

九州支部

・最新の情報が手に入り，とても興味深かった．

地方の歯科レベル向上のためにも今後とも続けて

いただきたい．

・今回のセミナーはトピック的なものであった

が，Basic的なものを混在したセミナーを期待す

る．

・もう少し遅い時間に始めてほしい．

中国・四国支部

・普通の学会ではあまり聴くことのできない

Howtoをゆっくり聴くことができよかった．

・このセミナーは学会と臨床医が直接意見を交

換，情報を交流できる企画と思う，今後とも続

けて欲しい．

・もう少し広い会場で行って欲しかった．

・学生がうるさかった．

東海支部

・今更と一見思う基本的なテーマだったが，目か

らうろこで大満足でした．

・臨床的内容でとてもよかった．今後も期待しま

す．

・歯科医師のみならず，コデンタルスタッフにも

興味ある内容も取り上げてほしい．

・最低3カ月前には講演内容をPRしてほしい．

・支部会は別の日にして欲しかった．

注（県歯科医師会の講習会が同時開催されてい

た．）

西関東支部

・今回のように大学人と開業医の組み合わせは非

常に良かったと思う．

・学術的なことも大切ですが，実際の臨床例を

もっとたくさん紹介していただきたい．

・補綴学会に未加入の者にとって判断の資料と大

いになる．

・本セミナーの目的，対象，方向性などを明確に

していく必要性があるのではないかと思う．

・もう少し事前に周知して欲しい．
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☞ニュース
法人会員新規加入希望会社（平成16年4月
1日入会希望）
・相田化学工業株式会社
・ジェネリック・ペントロン ジャパン イン
コーポレイテッド

・山八歯材工業株式会社
・株式会社ブレーンベース



注（横浜デンタルショー，神奈川歯科医師会学術

大会が同時開催されていた．）

東京支部

・卒後1年目ですが内容が非常にわかりやすかっ

たし，興味ある内容だった．

・このようなセミナーがあると学会入会への糸口

となると思う．

・今日のお話は内容も濃く，さすが東京支部でし

た．やはり大学の先生＋ご開業の先生の組み合

わせが成功のポイントと思います．

・日曜日の開催は有り難い．

・学会，講演会の出席回数が各歯科医師の評価に

つながる時代なのでカードの提出などをしっか

りと決めておく必要がある．

・補綴学会としての単位にもなっていないのはお

かしい．誰が参加したか，やはり記録すべきで

はないだろうか．

PRPの発行数を年4号へ 検討中

現在編集委員会では本会の国際的な位置づけを

明確にするために，現行の和文誌5冊，英文誌

（PRP）1冊を，和文誌4冊，英文誌4冊に変更

するための検討がすすんでいる．

この背景には大山会長の「本学会の国際的な立

場を確立するとともに，学会の構成員の多くを占

める大学所属の会員の業績評価も勘案すると，イ

ンパクトファクターの取得やMEDLINEへの掲載

は重要な課題である．一方，臨床的な情報を含め

て一般開業の先生方への情報発信も重要であり，

その観点からも，和文誌4冊，英文誌4冊に変更

することが妥当と える」という意向がある．

PRPを年間4冊の発行とした経緯は，MED-

LINEへの掲載基準として，年間4冊の発行が必

要なためである．インパクトファクターの取得ま

では，投稿論文数の確保が難しく，会員に十分に

目的を周知する必要があり，加えて海外からの投

稿を募るなど，投稿数の確保に努め，早急にイン

パクトファクターの取得を目指すことが重要であ

り，これらの問題点を踏まえて，PRPの年4冊

発行の平成18年度実現に向けての検討が継続中

である．

投稿論文数の推移

平成15年度に日本補綴歯科学会誌に投稿され

た論文数および掲載論文数の推移をグラフに示

す．和文誌掲載論文数の平 は1号あたり11編，

英文誌PRPは14編であった．

投稿論文数の推移

掲載論文数の推移
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☞ニュース
歯科医師賠償責任保険加入者数
(平成15年12月31日現在） 1,629名

所得補償保険契約者数
(平成15年12月31日現在） 37名



国際学会報告

The3rdBiennialCongressofAsian
AcademyofProsthodontics（AAP)

学会会場

平成15年11月14日（金)～16日（日）に台

北市HawardInternationalHouseでAAPの学術

大会が，台湾贋復学会との併催で行われた．

大会長Dr.Yuh-YuanShiauの開会の挨拶で幕

が開け，KeynotespeakersであるDr.Beumerと

Dr.Javonovic（UCLA）を中心に17の講演が行

われた．日本からは24名のエントリーがあり，

招待演者として平井敏博先生（北医大）が

『MasticationandBrain』，佐藤裕二先生（昭和

大）が『New Approach of Implant Biome-

chanics』と題した講演を行われた．特別講演と

して，前田芳信先生（阪大）の『NewGeneration

MagneticAttachmentsforImplantsandNatural

teeth.”DosandDon’ts”』では，マグネットを用

いたインプラントアタッチメントの最新の研究に

ついて報告された．大会は，すべて英語，通訳な

しで行われた．ポスター発表は45題（日本から

10題）あり，Posterawardには3人の先生方が

受賞の栄誉に輝いたが，残念ながら日本からの受

賞はなかった．

1日目の夜のパーティーでは，各国の講演され

た先生方と触れ合うことができ，大変貴重な体験

をさせていただくとともに，開催国である台湾の

方々の熱心さと積極性に触れ，われわれも，もっ

と国際的になる必要性を強く感じた．大会は，次

期開催国であるタイのBenjapotoYotnuengnit大

会長（平成17年8月9日～11日開催予定）に大

会旗が渡され，盛会裡に幕を閉じた．

(リポーター：昭和大 菅原)

会場前でリポーター菅原

第82回InternationalAssociationfor
DentalReserch（IADR)

学会会場

照りつける太陽，吹き抜ける南国の風，片道7

時間以上かけて降り立った場所は憧れのハワイ．

平成16年3月10日（水)～13日（土)，今年は
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ホノルルのConventionCenterにてIADRが開催

されました．開催地がハワイということもあり，

参加人数は例年よりも多かったとのこと．ポス

ター発表と口頭発表とを合わせると，4日間で

4,000をこえる題目がありました．会場に集まっ

た人数はそれ以上ですから桁違い．また人種も多

種多様で，世界各地の研究者で溢れる空間にとっ

て自分の存在に場違いさを感じました．さらにこ

の極端に広い会場のいたる所で連日，活発な議論

が英語で行われており，日常会話すら覚束ない自

分としては，駅前留学の必要性も痛感させられま

した．それにしても日本の学会とはまた違った緊

張感とさまざまな視点からの質問は，自分にとっ

て本当に貴重な体験でしたし，今後の研究への意

欲をかきたてられました．また，企業のブースも

多彩で世界各地から最新の歯科製品が並んでお

り，自動車ショーを彷彿させる華やかさがありま

した．日本では えられないことですが1日の

セッションは昼過ぎに終わり，学会参加者もハワ

イを楽しめる気配り．そのご厚意に甘え，連日夜

更けまでハワイを楽しんだのはいうまでもありま

せん．世界の歯科医療の最先端をみられたことと

初めてのハワイを満喫できたこととで，実に充実

した学会参加でした．また，是非国際学会に参加

する機会を与えていただきたいと願っています．

（リポーター：九大院 熱田)

アラモアナビーチ

支部学術大会報告

西関東支部学術大会

平成16年1月11日

（日）に大会長：藤田

忠寛教授（神奈川歯科

大学高次口腔科学研究

所）のもと，パシフィ

コ横浜会議センターに

おいて日本補綴歯科学

会西関東支部総会ならびに学術大会と生涯学習公

開セミナーが開催された．さらに，当日は第2回

神奈川県歯科医師会学術大会，神奈川県地域歯科

医療研修会，横浜市歯科医師会が主催する第40

回横浜デンタルショーが併催され，多数の先生方

が参加された．

西関東支部学術大会では，一般口演9題，ポス

ター発表4題，認定医プレゼンテーション2題の

発表があり，午後からの生涯学習研修セミナー

〔座長：森戸光彦先生（鶴見大歯学部高齢者歯科

学講座)〕では， コンプリートデンチャーの臨

床」というテーマで中尾勝彦先生（中国・四国支

部）が「訪問診療における無歯顎補綴の臨床 ，

細井紀雄先生（鶴見大歯学部歯科補綴学第1講

座）が「デンチャースペースを 慮した高齢無歯

顎患者の補綴診療」と題する講演を行われた．講

演後公開セミナーとしては，異例ではあるが質疑

応答が行われ，会場の会員，会員以外の先生から

多数の発言があり，大会は盛会裡のもと終了し

た．

（広報 北川)

東京支部学術大会

平 成 16年 2月 21日

（土）日本大学会館にお

いて，日本補綴歯科学会

東京支部会ならびに第7

回学術大会が大会長：三

浦宏之教授（東京医科歯

科大学大学院医歯学総合

研究科摂食機能保存学分

野)のもと開催された．

特別講演3題，一般口演
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14題，認定医申請ケースプレゼンテーション4

題の発表があり，多数の先生方が出席し，活発な

質疑応答で閉会時間を大幅にオーバーして盛会裡

に終了した．

翌22日（日）には，開催場所を日本大学歯学

部1号館大講堂に移して，生涯学習研修セミナー

が開催された（担当：日本補綴歯科学会東京支部

長 早川 教授)． 欠損歯列とその処置」とい

うテーマで永井栄一先生（日本大学歯学部補綴学

教室局部床義歯学講座）が「支持・把持機構を

慮したパーシャルデンチャーの設計 ，五十嵐順

正教授（松本歯科大学歯科補綴学第1講座）が

「欠損歯列の病態と補綴処置の基礎知識 ，宮地建

夫先生（東京支部）が「欠損補綴処置のアウトカ

ムー長期経過から見た補綴介入の功罪―」と題す

る講演を行われた．会場は満員で日本補綴歯科学

会会員以外の先生方も多数見受けられ，こちらも

盛会裡のもとに終了した．

（広報 北川)

国内関連学会報告

第22回日本接着歯学会

平成16年1月24日（土)，25日（日）に，第

22回日本接着歯学会が，大会長：田中卓男教授（鹿

児島大学大学院医歯学総合研究科顎顔面機能再建学

講座）のもと，錦江湾を挟んで雄大な桜島を見渡せ

る鹿児島市民文化ホールにおいて開催された．

メインテーマ「人にも歯にも優しい接着歯科治

療/桜島を眺めて熱く語る」のもとに，特別講演

3演題と研究発表（口演発表とポスター発表）の

プログラムが組まれていた．

特別講演は，学会初日にまず基礎的な立場か

ら，桂 暢彦先生（長崎大学名誉教授）による

「石灰化組織のコラーゲン像が示唆すること」と

題して，コラーゲン線維の構造に関して従来の概

念が根底から覆るような講演が行われた．学会2

日目に臨床的な立場から，松村英雄教授（日本大

学歯学部補綴学教室クラウン・ブリッジ学講座）

による「貴金属接着システムの変遷と今後の展

望」と鈴木司郎教授（アラバマ大学歯学部補綴

学・生体材料学教室）による「接着の実際―クリ

ニカルリサーチから学んだこと」の講演が行わ

れ，いささか沈滞気味の接着歯科臨床を現状打破

するためには，研究者による材料や技術の開発と

臨床家による継続的評価の二人三脚が必要性を示

された．

研究発表は，初日に口演発表24題が行われ，7

人の座長のもと熱心な質疑応答が繰り広げられ

た．2日目にポスター発表26題が行われたが，

会場となった第2ホールロビーでは所狭しと討論

が繰り広げられ，寒さを吹き飛ばすほどの熱気に

溢れていた．

さらに，初日夕刻に学会会場近くのサンロイヤ

ルホテルで開催された懇親会では，焼酎片手に接

着談義に花を咲かせる会員の姿があちらこちらで

見受けられた．

大寒の暦どおりに寒波がおとずれ，雪の舞う鹿

児島であったにもかかわらず，大勢の方の参加で

会場は熱気に包まれ，とても有意義な2日間で

あった．

（広報 野)

第21回日本口腔インプラント学会
九州支部学術大会

平成16年2月21日（土)，22日（日）に，第

21回日本口腔インプラント学会九州支部学術大

会が，大会長：近藤俊彦先生（大分県歯科医師会

会長)，実行委員長：安部成善先生のもと，別府

コンベンションビューロー B-ConPlazaにおい

て開催された．

21日には，まず認定医更新用教育講座として，

井上 孝教授（東京歯科大学臨床検査学研究室）

が『インプラントのエヴィデンス2003』と題し

て， 置換医療」および「再生医療」について基

礎的な立場からわかりやすく講演された．引き続

き，場所を別府亀の井ホテルに移して，多数の出

席者のもと盛大な懇親会が行われた．

翌22日は，書道家の西村春齋氏による書道パ

フォーマンスと香月 武先生（佐賀医科大学名誉

教授）によるバイオリン演奏のコラボレーション

によるオープニングセレモニーで始まった．
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午前中は特別講演が行われ，ITIインプラント

で著名なG.クレッケラー教授（フライブルグ大

学）が30年にわたる臨床例における総合知見か

ら，インプラント療法が今や一般診療の1オプ

ションであることを示された．

午後には，教育講演と一般口演が行われた．教

育講演では，歯科衛生士向けとして武田孝之先生

（東京都開業）が『チェアサイドで役立つインプ

ラントの基礎知識』と題して，また，歯科技工士

向けとして松下恭之助教授（九州大学大学院歯学

研究院口腔機能修復学講座）が『機能回復と生

体・コンポーネント保全のためのインプラント補

綴ガイドライン』と題して，それぞれ非常にわか

りやすく講演された．一般口演の58題は支部学

術大会としては驚くほど多いものであり，3会場

に分かれて同時進行で行われ，先端技術の研究か

ら一般臨床における症例報告にいたるまで，さま

ざまな発表が行われた．

22日は小雨がぱらつくあいにくの天候であっ

たにもかかわらず，大勢の方の参加があり，現在

の歯科医療における患者のニーズに応えようとす

る歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士の方々のイ

ンプラント治療への関心の高さが現れていた．

（広報 野)

表彰関係

特別功労賞

五十嵐孝義（日本大学歯学部補綴学教室クラウ

ン・ブリッジ学講座）

大木一三 （日本大学歯学部補綴学教室局部床義

歯学教室）

権田悦通 （大阪歯科大学高齢者歯科学講座）

坂口邦彦 （北海道医療大学歯学部歯科補綴学第

2講座）

佐藤 志 （岡山大学歯学部歯科補綴学第2

講座）

橋本京一 （松本歯科大学歯科補綴学第1講座）

保母須弥也（国際デンタルアカデミー）

松元 誠 （東京医科歯科大学歯学部顎顔面機能

統合評価学講座）

森谷良彦 （日本大学歯学部補綴学教室総義歯学

講座）

川 貴生 （北海道大学大学院歯学研究科口腔機

能学講座有床義歯補綴学分野）

学会論文賞

・井上 宏(大阪歯科大学附属病院欠損歯列補綴

咬合学講座）

EffectofHeightOcclusalInterferenceon

DopamineReleaseinthePrefrontalCortexof

Rats」ProsthodontResPract2（1)：35-42，

2003

・平井敏博（北海道医療大学歯学部歯科補綴学第

1講座）

唾液分泌量が咀嚼効率に及ぼす影響」補綴誌

47（3)：526-534，2003

中堅優秀論文賞

・木本克彦（神奈川歯科大学歯科補綴学講座）

Effectofmandibularridgeheightonmas-

ticatoryperformancewithmandibularconven-

tionaland implant-assisted overdentures」

TheInternationalJournalOral&Maxillofacial

Implants18（4)：523-530，2003

・高山慈子(鶴見大学歯学部歯科補綴学第1講座）

金銀パラジウム合金の変色に関する研究 第

2報 合金組成と耐変色性の関係」補綴誌

47（4)：652-661，2003
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特定推進研究優秀論文賞

・小野高裕（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機

能再建学講座）

DigitalSubtractionAngiographyを用いたグ

ミゼリーの咀嚼・嚥下動態評価」補綴誌

47（1)：107-116，2003

奨励論文賞

・阿部菜穂(鶴見大学歯学部歯科補綴学第2講座）

仮着材使用後のポスト孔における各種清掃法

による仮着材除去効果の評価」補綴誌

47（1)：28-37，2003

・小川 有（岩手医科大学歯学部歯科補綴学第2

講座）

クレンチングに対する筋電図バイオフィード

バックの閾値設定に関する研究」補綴誌

47（2)：316-325，2003

・ 場雅之（昭和大学歯学部冠橋義歯学教室）

咬合力による咬合接触状態の変化と咀嚼機能」

補綴誌47（3)：535-544，2003

・藤波由希子（東京医科歯科大学大学院医歯学総

合研究科摂食機能評価学分野）

ChangesinPosturalControlofComplete

DentureWearersafterReceivingNewDentur-

es-GaitandBodySway-」ProsthodontRes

Proct2（1)：11-19，2003

会員の声

高山慈子

鶴見大学歯学部

歯科補綴学第1講座

論文名：金銀パラジウム合金の変色に関する研究

第2報 合金組成と耐変色性の関係

この度は平成15年度日本補綴歯科学会中堅優

秀論文賞にご推薦いただき，誠にありがとうござ

いました．大変光栄に存じます．本論文は金銀パ

ラジウム合金の変色をテーマに，文部科学省科学

研究費補助金を受け，6年前より行ってきた一連

の研究のひとつです．保険制度の関係から，長年

にわたり私も金銀パラジウム合金用いた補綴装置

を口腔内に装着してきました．そのなかで，金銀

パラジウム合金による鋳造鉤が著しく変色を示す

症例と，光沢を失わない症例があることに疑問を

もちました．研究を進めるうちに，口腔内での歯

科鋳造用金属の変色や腐食が，細菌叢や唾液の性

状，歯周疾患や口腔清掃状態，日常生活習慣など

の総合的な口腔内環境と深いかかわりがあること

がわかってきました．しかし，個々の口腔内環境

を大きく変えることは難しく，また臨床的には変

色防止のための対策にも限りがあり，なかなか解

決策を見いだすことができません．これからも日

常臨床のなかで感じた疑問を研究していければ，

と えております．

今回の研究にあたり，終始多大なるご協力をい

ただきました(財)ライオン歯科衛生研究所の石川

正夫，渋谷耕司両氏に深謝いたします．また，ご

指導いただきました鶴見大学歯学部歯科補綴学第

一講座 細井紀雄教授に深謝いたします．

誠にありがとうございました．

次期学術大会のご案内

第112回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成16年10月15日（金)，16日（土）

会 場：横須賀芸術劇場・横須賀産業交流プラザ

大会長：豊田 實（神奈川歯科大学）

課題口演

1.チェアサイドにおける咀嚼・嚥下機能評価

法の開発，2.チェアサイドにおける発語機能

評価法の開発，3.審美，4.新材料，5.バイ

オテクノロジー，6.インプラント，7.咬合と

全身
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今後の学術大会のご案内

第113回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成17年5月14日（土)，15日（日）

会 場：グランキューブ大阪（大阪国際会議場）

大会長：野首孝祠（大阪大学大学院）

第114回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成17年10月1日（土)，2日（日）

会 場：朱鷺メッセ

大会長：河野正司（新潟大学大学院）

支部会のご案内

東北・北海道支部

開催日：平成16年9月11日（土）

会 場：ホテルメトロポリタン盛岡

大会長：石橋寛二（岩手医科大学）

関越支部

開催日：平成16年9月12日（日）

会 場：日本歯科大学新潟歯学部講堂

大会長：小出 馨（日本歯科大学新潟歯学部）

東関東支部

開催日：平成17年3月20日（日）

会 場：水戸プラザホテル

大会長：會田雅啓（日本大学松戸歯学部）

東京支部

開催日：未定

会 場：未定

大会長：新谷明喜（日本歯科大学）

西関東支部

開催日：平成17年2月予定

会 場：未定

大会長：未定

東海支部

開催日：平成16年11月28日（日）

会 場：松本歯科大学

大会長：五十嵐順正（松本歯科大学）

関西支部

開催日：未定

会 場：未定

大会長：未定

中国・四国支部

開催日：平成16年9月5日（日）

会 場：高知東急ホテル

大会長：本田常晴（高知県）

九州支部

開催日：平成16年8月28日（土）

会 場：福岡県歯科医師会館

大会長：佐藤博信（福岡歯科大学）

国際関連学会ご案内

8thBiennialMeetingofAsianAcademyof
AestheticDentistry
（第8回アジア歯科審美学会学術大会，共
催：第15回日本歯科審美学会学術大会）

メインテーマ：SciencesinEstheticDentistry

開催日：平成16年7月16日(金)～19日(月・祝)
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会 場：名古屋国際会議場（〒456-0036 名古

屋市熱田区熱田西町1-1）

全日空ホテルズ グランコート名古屋

（〒460-0023 名古屋市中区金山町

1-1-1）

大会長：千田 彰（愛知学院大学歯学部保存学第

1講座教授）

WebSite：http：//www.jdshinbi.net/aaad/

E-mail：aaad＠jdshinbi.net

※詳細は大会ホームページへ

国内関連学会のご案内

第23回日本歯科医学教育学会学術大会

開催日：平成16年7月1日（木)，2日（金）

会 場：朱鷺メッセ

大会長：山田好秋（新潟大学大学院）

第17回日本顎関節学会学術大会

開催日：平成16年7月3日（土)～5日（月）

会 場：朱鷺メッセ

大会長 河野正司（新潟大学大学院）

メインテーマ：顎関節治療の最前線

第111回学術大会フォーカス

第111回日本補綴歯科学会学術大会

第2回 日・韓共同学術大会

大会長 大山喬史

第111回日本補綴歯科学会学術大会が，来る平

成16年5月21日～23日に東京都・文京シビッ

クホールで開催される運びとなりました．本大会

は第2回となる大韓歯科補綴学会（KAP）との

JointMeetingともなっており，いつにも増して

会員の皆様，関連する方々には多大なご協力をい

ただき，心より感謝いたしております．主管校を

代表してお礼申し上げます．

本学術大会の特別講演では「審美歯科を美術解

剖学・心理学からみる」と題し，早稲田大学の山

先生に心理学の面から，東京芸術大学の宮永先

生には美術解剖学の面から，口もとの美について

アプローチして頂き，機能美・形態美にとどまら

ないトータルな美を追求していく予定です．シン

ポジウムとしては「8020と補綴臨床」を企画し，

ここでは，8020運動の生い立ちから，補綴学と
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日本補綴歯科学会会員数（平成16年2月17
日現在）
正会員 6,421名
準会員 10名
法人会員 46社
名誉会員 52名
雑誌寄贈先 109団体（国内）

27団体（外国）
計 6,665件



のかかわりにいたるまで，補綴学以外の分野から

も多彩な講師をお招きしご講演いただく予定で

す．また，研究教育研修では， クリニカルパス

と症型分類」と銘打った研修が企画されており，

歯の欠損に伴う障害とその評価についての提言が

行われます．本大会は「口腔の機能を測る」をメ

インテーマとしておりますが，研究教育研修で取

り上げられる障害の評価，さらに補綴治療効果の

判定のためには咀嚼・発語機能の評価法の確立が

欠かせないことはいうまでもありません．課題講

演・一般講演・ポスターセッションにおいて活発

な議論が行われることを期待しております．さら

には，臨床教育研修として「歯科補綴治療におけ

る診査・診断 ，技工セッションにおいては「電

鋳システムを応用した歯科補綴装置」が企画され

ております．いずれも，臨床に直結したテーマで

あり，会員の皆様の明日からの臨床にお役立てる

ものと期待しております．最後になりますが，

KAP会長のDr.Choにインプラントについての特

別講演をお願いしており，また国際セッションへ

は両国より，口演9題，ポスター17題と多数の

演題が寄せられ，活発な学術交流が行われること

を期待しております．

以上のように，本大会では7つの多彩な企画が

用意され，加えて，165題もの研究発表が予定さ

れております．今後の日本補綴歯科学会のますま

すの発展のため，多くの皆様の参加と活発なディ

スカッションをお願い申し上げます．
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学術大会に関するご意見

日本補綴歯科学会に対するご意見・ご希望

広報委員会に対するご意見・ご希望

学会および広報委員会へのご意見ご要望をお寄

せください

日本補綴歯科学会広報委員会

委 員 長：冲本公繪

副委員長：北川 昇

委 員：貞森紳丞， 野 徹，松山美和

幹 事：諸井亮司

TEL：092-642-6371，FAX：092-642-6374

E-mail：kohojps＠dent.kyushu-u.ac.jp

〒812-8582 福岡市東区馬出3-1-1

九州大学大学院歯学研究院 口腔機能修復学講座

咀嚼機能制御学分野
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